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農業環境インベン トリーセンター (以 下、インベン トリーセンター)は 2001年 第一期中期計

画の開始 と同時に設立されました。 したがって、本誌 (9号 、20H年 3月 発刊)が読者のお手

元に届 く時には、第一期中期計画 (2001年度 -2005年度 )、 第二期中期計画 (2006年度 -2010

年度)の 10年間が終了していることになります。本誌は、前年度の成果をまとめて紹介するこ

とになつていますので、通常は 2010年度の成果は次号 (10号 )に掲載するのですが、上記の

理由から節 目の年でもあり、本誌では、10年間の活動の歴史や、2009年度の報告だけでなく、

2010年度の活動の一部も含めて紹介することにしました。

この 10年 を振 り返つてみると、インベン トリーセンター設立当初はいくつかの課題について

何度も議論 したことを思い出します。 1)そ もそもインベン トリーとはどのようなもので、イ

ンベン トリーセンターは何をすべきか、 2)農業環境資源情報を集めてデータベース化するこ

とは重要だとしても、データベースの構築などは研究 と言えるのか、 3)ではインベン トリー

研究 とはどのようなものか、4)データベースは論文にならないことが多いが、その場合、成

果をいち早く報告する場はあるのか、などの重要な課題ばかりでした。本誌の発刊は、 2)や

4)の対応策の一つとして生まれたと記憶 しています。このため、本誌ではインベン トリーセ

ンター及び所内で毎年新 しく作 られたデータベースやシステムあるいは新 しい標本情報など論

文になじまないが重要な成果を中心に紹介 してきました。 しかし、多くの課題については、10

年を経た現在においても必ず しも解決 したとは言えません。それ どころか、データベースやシ

ステムが増えるに従い、新たな課題が続々と出て来るなどインベン トリー研究の難 しさを感 じ

ています。以下にそれ らのいくつかを紹介 します。

まず、データベースが増えてくると、「限られた予算や人員」で対応する以上、どれを重点的

に維持 0管理するか優先順位を付けていく必要がありますが、意外に簡単ではありません。仮

にニーズが高く、公開の意義が大きいと思えても、検討をしてみると予算的に無理だとなるこ

とが多々あります。その一方で、ニーズが高くなくても公開の意義がある貴重な情報もあると

考えます。これ らを一つ一つ判断するのも時間を使 うことにもなります。このように考えると、

重点化の優先順位を付けるための客観的なデータベース評価システムが必要かもしれません。

また、情報の共有等の面で所外 との連携が欠かせない分野がありますが、そのためのシステ
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ム構築も簡単ではありません。その理由としては、IT技術の激 しい進展があります。最近よく

耳にする、クラウドコンピューティングや携帯端末の利用など、新 しい技術が続々と出ていま

すので、これ らをうまく利用して、コス ト削減、効率的な情報収集、利用 しやすいシステムの

構築を進めることも重要になります。これに関しては、現在インベン トリーセンターにおいて

クラウドコンピューテイングによるデータベースの統合も進めています。

新たに見えてきたことは、データベース公開後の情報の追加、閲覧や検索システムの改訂な

どといつた維持 0管理を行 うための体制作 りが極めて重要だとい うことです。データベースが

有効活用されるかどうかは、実は、データベース公開後の維持・管理に強く依存 していること

がわかってきました。データベースが氾濫 している今 日、「他の機関にない貴重な情報がある」、

「膨大な情報がある」 とい う理由だけでユーザーがデータベースを利用するとは限 りません。

携帯で情報を利用 したいユーザーもいるかもしれません。一方、一つのデータベースの情報よ

り複数のデータベースの情報を同時に提供する方がユーザーには有益かもしれません。逆に、

「あれもこれもできる」より「必要最小限の情報をみせるJシステムの方がユーザーには利用

しやすいかもしれません。すべては、ユーザーを想定して考えると同時に、できれば実際のユ

ーザーの意見を取 り入れながら維持 0管理することが重要になつてきます。

以上のようなことから、インベン トリーセンター設立後 10年 を経て、今後は、第 2段階とし

て、これまで構築 したデータベースも含め、「公開後も、ユーザーのニーズに合った情報を常に

発信 し続けるデータベースの維持・管理Jに も力を入れる必要があると感 じています。

データベースを「氷山」にたとえると、Webで公開している部分は「海面上に出ている部分」

に過ぎず、実はその何倍もの情報が「海面下Jに あります。上で述べたことは、「海面上に出て

いる部分」に関することですが、その一方で、「海面下」の情報を維持・拡充 してはじめて質の

高い「海面上に出ている部分 (情報)Jを提供することができます。これ らをふまえ、インベン

トリー研究 とは、「海面下」の情報の拡充と、そこから有益な情報を「海面上Jに 出すことを共

に行 うことではないかと考えているところです。最近、キュレーターとい うことばを聞きます。

キュレーターとは通常博物館などの学芸員の意味で使われていますが、Wcb関係では「膨大な

情報からある有用な情報を拾い上げる人」とい う意味で使われているようです。「氷山」の例で

い うと、「海面下、海面上に出ている部分の維持・管理」と「ユーザーに合わせて海面下の膨大

な情報から有益な情報だけを海面上に出す」ことは、まさにキュレーター的な業務 とい うこと

になるかと思います。この 10年の経験から、今後は、このような様々な業務に対応するために、

研究員、多くのスタッフー丸 となつた情報発信基地 としての体制を整備 していきたいと考えて

います。

本誌の情報が一人でも多くの読者の研究、技術開発などの参考になれば幸いです。
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